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２
０
１
１
年
度

多
胡
郡
設
立
１
３
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

平
成
二
十
三
年
九
月
十
日

古
代
の
人
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ヤ
マ
ダ
電
機
４
階
ラ
ビ
ゲ
ー
ト

「
上

野

三

碑

と

万

葉

集
」

群
馬
県
立
女
子
大
学

北

川

和

秀

◎
上
野
三
碑
の
本
文

①
山
上
碑
（
六
八
一
年
）

・

辛

巳
の
歳
集
月
三
日
記
す
。
佐
野
の
三
家
と
定
め
賜
ひ
し
健

守

命

の
孫
黒
売
刀
自
、
此
れ
新
川

か
の
と

み

み

や
け

た
け

も
り
の
み
こ
と

く
ろ

め

と

じ

臣
の
児
斯
多
々
弥
足
尼
の
孫
大
児
臣
に
娶
ひ
て
生
め
る
児
、
長
利
僧
、
母
の
為
に
記
し
定
む
る
文
な

し

た

だ

み
の

す
く

ね

り
。
放
光
寺
の
僧
な
り
。

②
多
胡
碑
（
七
一
一
年
）

・
弁
官
の
符
に
、
「
上
野
国
片
岡
郡
、
緑
野
郡
、
甘
良
郡
、
并
せ
て
三
郡
の
内
三
百
戸
を
郡
と
成
し
、

あ
は

羊
に
給
ひ
て
、
多
胡
郡
と
成
す
」
と
あ
り
。
和
銅
四
年
三
月
九
日
甲
寅
の
宣
な
り
。
左
中
弁
正
五
位

下
多
治
比
真
人
、
太
政
官
二
品
穂
積
親
王
、
左
太
臣
正
二
位
石
上
尊
、
右
太
臣
正
二
位
藤
原
尊
な
り
。

＊
多
胡
碑
参
考

・
上
野
国
甘
良
郡
の
織
裳
・
韓
級
・
矢
田
・
大
家
、
緑
野
郡
の
武
美
、
片
岡
郡
の
山
等
の
六
郷
を
割
き

か
む

ら

お
り

も

か
ら
し
な

や

た

お
ほ
や
け

む

み

か
た
を
か

や
ま

さ

て
、
別
に
多
胡
郡
を
置
く
。

〈
続
日
本
紀
和
銅
四
・
三
・
六

〉7
1
1

べ
ち

た

ご

・
上
野
国
に
在
る
新
羅
の
人
子
午
足
等
一
百
九
十
三
人
に
姓
を
吉
井

連

と
賜
ふ
。

し

ご

そ
く

よ
し

ゐ
の
む
ら
じ

〈
続
日
本
紀
天
平
神
護
二
・
五
・
八

〉7
6
6

③
金
井
沢
碑
（
七
二
六
年
）

・
上
野
国
群
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里
の
三
家
の
子
孫
、
七
世
の
父
母
・
現
在
の
父
母
の
為
に
、
現
在
侍
る

し
も
さ
の

み

や

け

ぶ

も

家
刀
自
、
池
田
君
目
頬
刀
自
、
又
児
加
那
刀
自
、
孫
物
部
君
午
足
、
次
に

刀
自
、
次
に
乙

刀
自
、

い
へ

と

じ

め

づ
ら

と

じ

か

な

と

じ

う
ま
た
り

ひ
づ
め

と

じ

お
と
ひ
づ
め

と

じ

合
せ
て
六
口
、
又
知
識
に
結
べ
る
人
、
三

家

毛
人
、
次
に
知
万
呂
、
鍛
師
礒
部
君
身
麻
呂
、
合
せ

む

た

り

み

や
け
の

え

み

し

ち

ま

ろ

か
ぬ
ち
の

い
そ
べ
の
き
み

む

ま

ろ

て
三
口
、
如
是
知
識
に
結
び
て
天
地
に
誓
み
願
ひ
仕
へ
奉
る
石
文
。

神
亀
三
年
丙
寅
二
月
廿
九
日

か

く

の

い
し
ぶ
み

＊
金
井
沢
碑
参
考

・
上
野
国
甘
楽
郡
の
人
中
衛
物

部
蜷
淵
ら
五
人
に
姓
を
物

部

公
と
賜
ふ
。

か
む

ら

ち
う

え

も
の
の
べ
の
に
な
ふ
ち

も
の
の
べ
の
き
み〈

続
日
本
紀
天
平
神
護
元
・
一
一
・
一

〉7
6
5

・
上
野
国
甘
楽
郡
の
人
外
大
初
位
下
礒
部
牛
麻
呂
ら
四
人
に
姓
を
物
部
公
と
賜
ふ
。

げ
の

だ
い

そ

ゐ

の

げ

い
そ
べ
の

〈
続
日
本
紀
天
平
神
護
二
・
五
・
二
〇

〉7
6
6

・
上
野
国
緑
野
郡
小
野
郷
戸
主
物
部
鳥
麻
呂
戸
中
男
作
物
鹿

代
雑
…
…

（
平
城
宮
木
簡
）



- 2 -

＊
（
参
考
）
郡
郷
里
名
二
字
化
に
関
す
る
史
料

①
制
す
ら
く
。
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
は
、
好
き
字
を
着
け
し
む
。

よ

（
『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
二
日
条
）

②
凡
そ
諸
国
部
内
の
郡
里
等
の
名
は
、
並
に
二
字
を
用
ゐ
、
必
ず
嘉
き
名
を
取
れ
。

（
『
延
喜
式
』
民
部
上
）

③
其
の
郷
の
名
の
字
は
、
神
亀
三
年
の
民
部
省
の
口
宣
を
被
り
て
、
改
め
ぬ
。

（
『
出
雲
国
風
土
記
』
総
記
）

・
拝
志
の
郷

本
の
字
は
林
な
り
。
（
『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇
郡
）

は

や

し

・
飯
石
の
郷

本
の
字
は
伊
鼻
志
な
り
。
（
『
出
雲
国
風
土
記
』
飯
石
郡
）
な
ど

い

ひ

し

い

ひ

し

西

暦

年

号

干
支

天
皇

国
以
下

事

項

六
九
七

文
武

元

丁
酉

評
里

六
九
八

二

戊
戌

文
武

六
九
九

三

己
亥

七
〇
〇

四

庚
子

七
〇
一

大
宝

元

辛
丑

大
宝
律
令
を
制
定

七
〇
二

二

壬
寅

郡
里

大
宝
律
令
を
施
行

七
〇
三

三

癸
卯

七
〇
四

慶
雲

元

甲
辰

七
〇
五

二

乙
巳

七
〇
六

三

丙
午

七
〇
七

四

丁
未

七
〇
八

和
銅

元

戊
申

元
明

七
〇
九

二

己
酉

七
一
〇

三

庚
戌

平
城
京
に
遷
都

簡

七
一
一

四

辛
亥

多
胡
碑

木

七
一
二

五

壬
子

古
事
記
撰
進

家

七
一
三

六

癸
丑

風
土
記
撰
進
の
詔
（
地
名
を
好
字
（
二
字
）
に
）

王

七
一
四

七

甲
寅

屋

七
一
五

霊
亀

元

乙
卯

長

七
一
六

二

丙
辰

元
正

七
一
七

養
老

元

丁
巳

郷
里
制
施
行
か

七
一
八

二

戊
午

郡
郷
里

養
老
律
令
成
立

七
一
九

三

己
未

七
二
〇

四

庚
申

日
本
書
紀
撰
進

七
二
一

五

辛
酉

七
二
二

六

壬
戌

七
二
三

七

癸
亥

七
二
四

神
亀

元

甲
子

七
二
五

二

乙
丑

聖
武

七
二
六

三

丙
寅

金
井
沢
碑
。
民
部
省
の
口
宣

七
二
七

四

丁
卯

七
二
八

五

戊
辰

七
二
九

天
平

元

己
巳

七
三
〇

二

庚
午

七
三
一

三

辛
未

七
三
二

四

壬
申

七
三
三

五

癸
酉

出
雲
国
風
土
記
勘
造
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◎万葉集巻十四（東歌）の配列

上総 １首

下総 １首 東海道
雑 歌

常陸 ２首

５ 信濃 １首 － 東山道

遠江 ２首

駿河 ５首

伊豆 １首

相模 １２首
東海道

武蔵 ９首

上総 ２首
相聞歌

国名判明 下総 ４首

常陸 １０首

信濃 ４首

上野 ２２首
東山道

下野 ２首

７６ 陸奥 ３首

遠江 １首

駿河 １首 東海道

譬喩歌 相模 ３首

上野 ３首
東山道

９０ ９ 陸奥 １首

雑 歌 １７首

相聞歌 １１２首

国名不明 防人歌 ５首

譬喩歌 ５首

１４０ 挽 歌 １首

合計 ２３０首

下総

陸奥

出羽

越後

佐渡

常陸

下野

上野

安房

武蔵

相模

信濃

伊豆

駿河

遠江三河
尾張

美濃

飛騨

志摩

伊勢

大和

近江

能登

越前

和泉
河内

摂津
山城

若狭

伊賀

甲斐

越中

上総

3+7

6+10

1+0

15+3

9+12

3+13

5+11

12+10

5+3

25+4

2+11

4+0

下総

陸奥

出羽

越後

佐渡

常陸

下野

上野

安房

武蔵

相模

信濃

伊豆

駿河

遠江三河
尾張

美濃

飛騨

志摩

伊勢

紀伊

大和

近江

能登

越前

河内

山城

若狭

丹波

伊賀

甲斐

越中

上総

3+7

6+10

1+0

15+3

9+12

3+13

5+11

12+10

5+3

25+4

2+11

4+0

東 国 地 図
（国名の下の数字は
東歌＋防人歌の数）

東 海 道

北 陸 道

東 山 道
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◎
上
野
国
東
歌

①
相
聞
歌

・
日
の
暮
に
碓
氷
の
山
を
越
ゆ
る
日
は
夫
な
の
が
袖
も
さ
や
に
振
ら
し
つ
（
三
四
〇
二
）

ぐ
れ

う
す

ひ

せ

＊
吾
が
恋
は
現
在
も
か
な
し
草
枕
多
胡
の
入
野
の
将
来
も
か
な
し
も
（
三
四
〇
三
）

あ

ま

さ

か

た

ご

い
り

の

お

く

・

上

毛
野
安
蘇
の
真
麻
群
か
き
抱
き
寝
れ
ど
飽
か
ぬ
を
何
ど
か
吾
が
せ
む
（
三
四
〇
四
）

か
み
つ

け

の

あ

そ

ま

そ

む
ら

む
だ

ぬ

あ

あ

・
上
毛
野
乎
度
の
多
杼
里
が
川
路
に
も
子
ら
は
逢
は
な
も
一
人
の
み
し
て
（
三
四
〇
五
）

を

ど

た

ど

り

・
上
毛
野
小
野
の
多
杼
里
が
安
波
治
に
も
夫
な
は
逢
は
な
も
見
る
人
な
し
に
（
三
四
〇
五
或
本
歌
）

を

の

た

ど

り

あ

は

ぢ

せ

＊
上
毛
野
佐
野
の
茎
立
ち
折
り
は
や
し
吾
は
待
た
む
ゑ
今
年
来
ず
と
も
（
三
四
〇
六
）

く
く

あ
れ

こ

・
上
毛
野
真
桑
島
門
に
朝
日
さ
し
ま
ぎ
ら
は
し
も
な
あ
り
つ
つ
見
れ
ば
（
三
四
〇
七
）

ま

ぐ
は

し
ま

ど

・
新
田
山
嶺
に
は
着
か
な
な
吾
に
よ
そ
り
間
な
る
子
ら
し
あ
や
に
愛
し
も
（
三
四
〇
八
）

に
ひ

た

や
ま

ね

つ

わ

は
し

か
な

・
伊
香
保
ろ
に
天
雲
い
継
ぎ
か
ぬ
ま
づ
く
人
と
お
た
は
ふ
い
ざ
寝
し
め
と
ら
（
三
四
〇
九
）

・
伊
香
保
ろ
の
岨
の
榛
原
ね
も
こ
ろ
に
将
来
を
な
か
ね
そ
現
在
し
善
か
ば
（
三
四
一
〇
）

そ
ひ

は
り
は
ら

お

く

ま

さ

か

よ

＊
多
胡
の
嶺
に
寄
綱
延
へ
て
寄
す
れ
ど
も
あ
に
く
や
し
づ
し
そ
の
顔
よ
き
に
（
三
四
一
一
）

た

ご

ね

よ
せ
つ
な

は

・
上
毛
野
久
路
保
の
嶺
ろ
の
葛
葉
が
た
愛
し
け
子
ら
に
い
や
離
り
来
も
（
三
四
一
二
）

く

ろ

ほ

ね

く
ず

は

か
な

ざ
か

く

・
利
根
川
の
川
瀬
も
知
ら
ず
直
渡
り
波
に
あ
ふ
の
す
逢
へ
る
君
か
も
（
三
四
一
三
）

た
だ

・
伊
香
保
ろ
の
八
尺
の
井
手
に
立
つ
虹
の

顕

ろ
ま
で
も
さ
寝
を
さ
寝
て
ば
（
三
四
一
四
）

や

さ
か

ゐ

で

の
じ

あ
ら
は

・
上
毛
野
伊
香
保
の
沼
に
植
ゑ
小
水
葱
か
く
恋
ひ
む
と
や
種
求
め
け
む
（
三
四
一
五
）

こ

な

ぎ

・
上
毛
野
可
保
夜
が
沼
の
い
は
ゐ
蔓
引
か
ば
ぬ
れ
つ
つ
吾
を
な
絶
え
そ
ね
（
三
四
一
六
）

か

ほ

や

つ
ら

あ

・
上
毛
野
伊
奈
良
の
沼
の
大
藺
草
外
に
見
し
よ
は
今
こ
そ
勝
れ
（
三
四
一
七
）

い

な

ら

お
ほ

ゐ

ぐ
さ

よ
そ

ま
さ

＊
上
毛
野
佐
野
田
の
苗
の
む
ら
苗
に
事
は
定
め
つ
今
は
い
か
に
せ
も
（
三
四
一
八
）

さ

の

だ

・
伊
香
保
せ
よ
奈
可
中
次
下
思
ひ
ど
ろ
隈
こ
そ
し
つ
と
忘
れ
せ
な
ふ
も
（
三
四
一
九
）

く
ま

＊
上
毛
野
佐
野
の
舟
橋
取
り
放
し
親
は
離
く
れ
ど
吾
は
離
る
が
へ
（
三
四
二
〇
）

ふ
な
は
し

は
な

さ

わ

さ
か

・
伊
香
保
嶺
に
雷
な
鳴
り
そ
ね
吾
が
上
に
は
故
は
な
け
ど
も
子
ら
に
よ
り
て
そ
（
三
四
二
一
）

ね

か
み

わ

へ

ゆ
ゑ

・
伊
香
保
風
吹
く
日
吹
か
ぬ
日
あ
り
と
言
へ
ど
吾
が
恋
の
み
し
時
な
か
り
け
り
（
三
四
二
二
）

あ

・
上
毛
野
伊
香
保
の
嶺
ろ
に
降
ろ
雪
の
行
き
過
ぎ
か
て
ぬ
妹
が
家
の
あ
た
り
（
三
四
二
三
）

ね

ふ

よ
き

②
譬
喩
歌

・
上
毛
野
阿
蘇
山

葛
野
を
広
み
延
ひ
に
し
も
の
を
あ
ぜ
か
絶
え
せ
む
（
三
四
三
四
）

あ

そ

や
ま
つ
づ
ら

は

・
伊
香
保
ろ
の
岨
の
榛
原
吾
が
衣
に
着
き
よ
ら
し
も
よ
ひ
た
へ
と
思
へ
ば
（
三
四
三
五
）

そ
ひ

は
り
は
ら

わ

き
ぬ

つ

・
し
ら
と
ほ
ふ
小
新
田
山
の
守
る
山
の
末
枯
れ
せ
な
な
常
葉
に
も
が
も
（
三
四
三
六
）

を

に
ひ

た

や
ま

も

う

ら

が

と

こ

は

③
国
名
不
明
歌
の
う
ち
、
上
野
国
の
歌
の
可
能
性
あ
る
も
の

・
佐
野
山
に
打
つ
や
斧
音
の
遠
か
ど
も
寝
も
と
か
子
ろ
が
面
に
見
え
つ
る
（
三
四
七
三
）

を
の

と

ね

お
も

・
子
持
山
若
鶏
冠
木
の
黄
葉
つ
ま
で
寝
も
と
吾
は
思
ふ
汝
は
何
ど
か
思
ふ
（
三
四
九
四
）

こ

も
ち

や
ま

わ
か

か

へ

る

で

も

み

わ

も

な

あ

も

・
伊
波
保
ろ
の
岨
の
若
松
限
り
と
や
君
が
来
ま
さ
ぬ
う
ら
も
と
な
く
も
（
三
四
九
五
）

い

は

ほ

そ
ひ

・
左
和
多
里
の
手
児
に
い
行
き
逢
ひ
赤
駒
が
足
掻
き
を
速
み
言
問
は
ず
来
ぬ
（
三
五
四
〇
）

さ

わ

た

り

て

ご

あ

が

こ
と

き

・
真
金
吹
く
丹
生
の
真
朱
の
色
に
出
て
言
は
な
く
の
み
そ
吾
が
恋
ふ
ら
く
は
（
三
五
六
〇
）

ま

か
ね

に

ふ

ま

そ

ほ

で

あ
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